
◆ 在籍生徒数 令和６年５月１日現在

学年 １ ２ ３ ４ 合計学科

農 業 科 ８ ４ ４ ７ ２３

家 政 科 ２ ３ ０ ４ ９

合 計 １０ ７ ４ １１ ３２

◆ 出身中学校別生徒数
中学校名 農 業 家 政 計 中学校名 農 業 家 政 計

山 添 １ １ (伊賀)緑ケ丘 １ １
吉 野 １ １ 城 東 １ １
福 住 １ １ 島 ヶ 原 １ １
桜 井 東 １ １ 阿 山 １ １

名 張 ７ ２ ９ 青 山 ２ ２
赤 目 ２ １ ３ (東大阪）盾津東 １ １
名 張 北 １ １ ２

霊 峰 １ １

崇 広 ４ ２ ６ 合 計 23 ９ 32

◆ 学習内容
令和６年度入学生徒の教育課程表 【数字は単位数】

学科 農 業 家 政

学年 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４教科・科目

３現代の国語 ３

国 語 言語文化 ３ ３

国語表現 ２ ２ ２ ２

普 地 理 地理総合 ３ ３

歴 史 歴史総合 ３ ３

公 民 公 共 ３ ３

通 数 学 Ⅰ ２ ３ ２ ３
数 学

数 学 Ａ ３ ３

科学と人間生活 ２ ２
理 科

教 生物基礎 ２ ２

体 育 ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ １
保健体育

保 健 １ １ １ １

科 書 道 Ⅰ ア２ ア２
芸 術

美 術 Ⅰ ア２ ア２

英語コミュニケーションⅠ ２ ２ ２ ２
外国語

論理・表現Ⅰ ２ ２

家 庭 家庭基礎 ２ ２

情 報 情 報 Ⅰ ２ ２

農業と環境 ２

総合実習 ３(1) ３(1) ２ ２
課題研究 ６(6)

生物活用 ２
専 農 業

野 菜 ２ ２

草 花 ２ ２

門 農業実習 １(1)

生活産業基礎 ２

課題研究 ６(6)
教

フードデザイン ２ ２

保育基礎 ２

科 家 庭 ファッション造形基礎 ３(1)

ファッション造形 ２ ２ ４

服飾手芸 ２

茶 道 １(1)

食に関わる体験実習 １(1)

奈良ＴＩＭＥ １ １

ホームルーム活動 １ １ １ １ １ １ １ １

合 計 24(1) 24(1) 24(1) 14(6) 24(1) 24(1) 24(1) 14(6)

アは２科目から選択、 （ ）内は時間外単位数

◆ 校時
曜日時限 月 火 水 木 金

職員朝礼 ８：３０ ～ ８：４０

ＳＨＲ ９：１０ ～ ９：２０

１ ９：２０ ～ １０：０５

２ １０：１５ ～ １１：００

３ １１：１０ ～ １１：５５

昼 食

４ １２：３５ ～ １３：２０

５ １３：３０ ～ １４：１５

清 掃 １４：２０ ～ １４：３５

ＳＨＲ １４：３５ ～ １４：４０

放課後 2年家政科 家庭ｸﾗﾌﾞ
茶 道 茶華道

最終下校 １７：００

※ ４年生 課題研究(月～水曜日)

◆ 生徒会・部活動
生徒会は快適な高校生活を送るための生徒自身の活動である。

スポーツ大会、各種発表会、予餞会などの行事の企画・運営、
クラブ活動などを行っている。
○生徒総会

HR委員会、新聞放送委員会、保健体育委員会
○委員会

環境美化委員会、選挙管理委員会

運動部 ： 陸上競技部、バドミントン部
○部活動

文化部 ： 染織部、狂言部、人権研究会

◆ 卒業生のようす

□令和６年３月末までの卒業者数

農業科 ７２６名 家政科 ３８８名 合計 １１１４名

□過去５年間の主な進学先

大谷大学、天理大学、なら食と農の魅力創造国際大学校
奈良調理短期大学校, 三重調理専門学校

□過去５年間の主な就職先

上武建設（株）、日ポリ化工（株）、（株）フジシール、（株）ミヤケ

中本パックス（株）、まねきや硝子（株）、マックスバリュ東海（株）

株）おりがみ、やまと産業（株）、(株)サンカ、(株)西日本宇佐美

株）ホスピタリティオペレーションズ スマイルホテル

(株)エクセディ、(株)日本サンガリアベバレッジカンパニーなど

◆ 学校へは［交通］
・【奈良方面】近鉄奈良駅より村民バス

で約55分～終着「山添村役場」から

徒歩250ｍ（利用には役場発行の村民

証の提示が必要）

・【伊賀方面】上野市駅より国道山添

行き三重交通バスで約45分～バス停

「大西」から250ｍ

・【大和八木・桜井・榛原方面】名張駅

東口より山添村コミュニティバスで

約30分～バス停「大西」から250ｍ

令和６年度
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◆ 校章の由来

山に囲まれた輪郭の中心に「高」の字を配して、大和高原にお
ける文化の中心としての本校の存在を示し、「高」を囲む六つの峰
は本校創立当時の旧山辺郡六ヶ村を表すとともに、中国故事にあ
る六則（中・和・正・公・誠・通）を意味し、これを生活の規範として
六合（四方・上下）に伸びる若い力を象徴している。

[山辺高校卒業生の高倉規作氏、昭和25年７月18日創案]

◆ 校訓 （平成11年２月１日制定）

創る喜び

豊かな心

励 む 力

◆ 学校のあゆみ
わが校の前身は波多野高等公民学校に始まり、昭和23年12月１

日山辺高等学校波多野分校として認可され、昭和24年２月１日開
校、昭和31年９月30日山添村の誕生とともに、校名も山辺高等学
校山添分校と改められ、今日まで半世紀を越える歴史を刻んでい
る。
その間、次のような施設充実がなされてきた。
昭和24年 2月 波多野分校開校
昭和31年 3月 山添分校と改称
昭和38年 6月 独立校舎竣工
昭和39年 2月 調理室竣工
昭和41年 9月 農業実験室、運動場竣工
昭和42年11月 被服室竣工
昭和43年12月 農業機械室竣工
昭和46年 7月 図書館竣工
昭和52年 4月 農業科施設完成
昭和56年 3月 運動場拡張整備
昭和57年 7月 体育館竣工
昭和59年 8月 北海道実習開始
昭和62年11月 しめじ発生室完成
平成 2年 3月 校舎全面改修工事
平成 3年 7月 コンピュータ導入、情報処理教育開始
平成 7年 8月 生徒相談室、被服室改装工事
平成11年 2月 創立50周年記念式典挙行

クラブハウス完成、校訓碑建立
平成15年10月 コンピュータ教室完成、有線LAN構築
平成18年 3月 無線LAN構築
平成19年 8月 調理室の調理台改修
平成22年 5月 コンピュータの入れ替え
平成23年 5月 県外実習開始
平成25年 5月 校舎耐震工事竣工・トイレ改修
平成27年 8月 普通教室エアコン設置
平成30年 4月 山添村コミュニティーバス（山添村と名張市間）開通
平成31年 2月 創立７0周年記念式典挙行
平成31年 3月 防犯カメラ設置
令和 4年 4月 コンピュータの入れ替え

◆ 教育目標
農業科、家政科の特性を生かし、チャレンジ精神に満ち、どんな困

難にもくじけず、正々堂々と生きる人間を「 ゆっくり、じっくり、たっ
ぷり 」育てる学校づくりを目指す。

◆ 運営方針
(1) 目指す学校像

教職員の英知を結集して、確かな学力、豊かな人間性、た
くましい心身や社会感覚をバランス良く備え、社会に貢献で
きる「生きる力」をもった人材を育成する。

(2) 目指す教員像
教育に対する強い情熱をもち、教育の専門家としての確か

な力量を備え、総合的な人間力をもつ教員。
(3) 目指す生徒像

自己の能力を磨き、創造性を発揮するとともに、人や自然
を愛する豊かな心をもち、努力を積み上げ、社会で生かせる
実践力を備えた生徒。

◆ 本年度の重点目標
(1) 発達段階に応じて分かる授業を目指し、基礎的、基本的指

導及び必要な支援を行い、個に応じた教育の充実を図る。ま

た、社会で自立して生きていく力を身につけられるよう、キ

ャリア教育の充実を図る。

(2) 基本的な生活習慣や人間として持つべき規範意識を身につ

け、主体的に判断して行動できる力を育てる。

(3) すべての生徒の活動を昨年度以上に活発化し、自主性の育

成、リーダーシップの育成、達成感による自己実現や自尊感

情の醸成を図る。健康で活気のある生活を目指し、自己管理

能力を育てる。

◆ 本年度の具体目標

(1) 中･高の関連を踏まえ、基礎的･基本的事項に重点を置き、

指導内容を精選する。農業科ではオーガニック農法（有機農

法）について本年度より学び、家政科ではホームスパン（羊

毛手織りの技法）を継承し、農作物の調理・加工を通して地

域と連携しながら体験的学習を実践する。つくる喜びを味わ

い、正しい勤労観を培い、社会での自己実現を図る態度を育

てる。

(2) 自ら基本的生活習慣を身につけ、集団や社会のルールをし

っかり守ることができる人間を育てる。教職員と生徒との人

間的なふれあいの場を広め、一人一人を深く理解する。

(3) 生徒一人一人が、ホームルーム活動・部活動･生徒会活動・

学校行事等に主体的に参加できるようにする。ホームルーム

の活動を活発にし、豊かな校風を創造する。

自分の健康は自分で守るという自己管理能力を育成し、家

庭や地域と連携して食育の推進を図る。

◆ わが校の特色
(1) 勤労体験学習を通じて、自己の向上を図りながら将来地域
社会の担い手となる人づくりをする。

(2) 卒業資格は奈良県立山辺高等学校の卒業となる昼間定時制
高校である。

(3) 第４学年では、週３日間（月・火・水）は課題研究の日と
し、進路に応じて個別学習や職場実習を行う。

(4) 令和６年度は、第３学年で７日間の北海道実習、続いて２
泊３日の研修旅行を実施する。

(5) 通学距離３㎞以上の生徒には、必要に応じて単車通学を許
可している。

◆ 職員組織

職 名 氏 名 担当教科 主な校務分掌 ﾎｰﾑﾙｰﾑ

校 長 安原 直彦 校長 学校経営全般

副校長 竹田 浩一 副校長 校務全般

外国語（英語） 教務部長、校務支援、 ２ 年
教諭 河野 秀樹

理 科 陸上競技部 担 任

農業科長、教務部 ４ 年
教 諭 山口 宏樹 農 業 校務支援、農業クラブ、

狂言部、人権研究会 担 任

地理歴史 生徒指導部長、、学校安 １ 年
再任用 福井 一起 全担当教員、バドミントン
教諭 公 民 部、狂言部 副担任

進路指導部長、 ２ 年
講 師 榊 充世 家 庭 家政科長、

家庭クラブ、染織部 副担任

総務部長、PTA、 ３ 年
講 師 玉置 博通 農 業 後援会、同窓会、農業ク

ラブ、人権研究会 担 任

生徒指導部、人権教育、 １ 年
講 師 坂口 友希 国 語 特別支援教育コーディネーター、

教育相談、バドミントン部 担 任

生徒指導部、保健体育、 ２ 年
講 師 高田 大成 保健体育 広報、陸上競技部、村研

評議員 副担任

総務部、文化図書、 ４ 年
非常勤講師 田畑 博代 家 庭 環境整備、家庭クラブ、

狂言部、染織部 副担任

非常勤講師 岡田 操代 芸術(書道)

非常勤講師 久米 繁 数 学

非常勤講師 服部 秀一 情 報

非常勤講師 三井田 サエ子 農 業

非常勤講師 藤田 睦 家 庭

非常勤講師 渡部 久美子 農 業

非常勤講師 久保 多美子 茶華道

非常勤講師 田中 好 養護

実習助手 花瀬 光白 農業実習、農場管理

校務員 学校用務全般、
向井 奈津美

兼事務員 事務経理､同窓会

ALT Hayley Knapik 外国語(英語)


